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(57)【要約】
【課題】電源ユニットを容易に取り付けることができる
照明器具を提供する。
【解決手段】照明器具１は、光源３０と、光源が内部に
配置される器具本体１０と、光源３０と電気的に接続さ
れた光源端子部５０と、一端に第一端部８０ａ及び他端
に第二端部８０ｂを有する電源本体部８５０と、第一端
部８０ａから延出する第一脚部８１及び第二端部８０ｂ
から延出する第二脚部８２と、第一端部８０ａに設けら
れ、光源端子部５０と電気的及び機械的に接続される電
源端子部８６とを有する電源ユニット８０と、器具本体
１０に取り付けられ、第一脚部８１を係止する第一係止
部９１と、第二脚部８２を係止する第二係止部９２とを
有し、電源ユニット８０を支持する電源支持板９０とを
備える。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　前記光源が内部に配置される器具本体と、
　前記光源と電気的に接続された光源端子部と、
　一端に第一端部及び他端に第二端部を有する電源本体部と、前記第一端部から延出する
第一脚部及び前記第二端部から延出する第二脚部と、前記第一端部に設けられ、前記光源
端子部と電気的及び機械的に接続される電源端子部とを有する電源ユニットと、
　前記器具本体に取り付けられ、前記第一脚部を係止する第一係止部と、前記第二脚部を
係止する第二係止部とを有し、前記電源ユニットを支持する電源支持板とを備える
　照明器具。
【請求項２】
　前記第一脚部は、前記第一係止部に差し込まれる
　請求項１に記載の照明器具。
【請求項３】
　前記電源支持板は、前記電源ユニットが配置される電源配置部と、前記電源配置部に立
設され、前記電源ユニットが当接する電源案内部とを有し、
　前記第二係止部は、前記電源案内部と対向し、前記第二脚部を前記電源案内部に向けて
押える
　請求項１又は２に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記第二係止部は、前記電源配置部の前記電源ユニットが配置された面に垂直な方向に
おける前記第二脚部の移動を規制する
　請求項３に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記第二係止部及び前記電源配置部は、前記第二脚部を挟持する
　請求項４に記載の照明器具。
【請求項６】
　前記電源支持板は、前記電源端子部に対応する位置に前記光源端子部を固定する端子固
定部を有する
　請求項１～５のいずれか１項に記載の照明器具。
【請求項７】
　前記第一係止部及び前記第二係止部は、前記第一脚部及び前記第二脚部をそれぞれ前記
第一係止部及び前記第二係止部に対して所定の向きに移動することによって係止できる構
造を有し、
　前記光源端子部は、前記電源端子部を前記所定の向きに移動させることによって、前記
電源端子部に接続される構造を有する
　請求項６に記載の照明器具。
【請求項８】
　前記所定の向きは、前記電源支持板の長手方向に沿った向きである
　請求項７に記載の照明器具。
【請求項９】
　前記所定の向きは、前記第二係止部から前記第一係止部へ向かう向きである
　請求項７に記載の照明器具。
【請求項１０】
　前記所定の向きは、前記電源支持板の長手方向に垂直な向きである
　請求項７に記載の照明器具。
【請求項１１】
　電源ユニットが取り付けられる灯具であって、
　光源と、
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　前記光源が内蔵される器具本体と、
　前記器具本体の外部に配置され、前記光源と電気的に接続された光源端子部と、
　前記器具本体に取り付けられ、前記電源ユニットを支持する電源支持板とを備え、
　前記電源ユニットは、一端に第一端部及び他端に第二端部を有する電源本体部と、前記
第一端部から延出する第一脚部及び前記第二端部から延出する第二脚部と、前記第一端部
に設けられ、前記光源端子部と電気的及び機械的に接続される電源端子部とを有し、
　前記電源支持板は、前記第一脚部を係止する第一係止部と、前記第二脚部を係止する第
二係止部とを有する
　灯具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源ユニットを備える照明器具、及び、電源ユニットが取り付けられる灯具
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、照明器具として、例えば、ダウンライトのように天井板等の被設置部に埋め込み
配設されて鉛直方向下向きに光を照射する天井埋込型の照明器具等が知られている。
【０００３】
　この種の照明器具は、器具本体の内部に配置された光源と、器具本体の外部に設置され
、光源を点灯させるための電源ユニットとを備えている。
【０００４】
　例えば、天井埋込型の照明器具においては、簡素化された構成で電源部の防水性能を担
保するために、電源部は、上部を電源支持部材で覆われ、かつ、器具本体に取り付けられ
る。これにより、照明器具の上方から水滴などが降りかかる場合にも、電源ユニット内に
水分が進入することを抑制できる（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－１６７８８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のとおり、従来の照明器具においては、電源ユニットは、器具本体と一体化されて
いる。また、照明器具として、例えば、器具本体は共通で、出力だけが異なる複数種類の
照明器具、及び、電源ユニットは共通で、器具本体の形状などだけが異なる複数種類の照
明器具が製造されている。このような照明器具を製造及び販売する場合、電源ユニットの
種類の個数と器具本体の種類の個数との積の数だけ照明器具の種類が存在し得るため、照
明器具の種類が多く、管理に要するコストが高い。そこで、器具本体と電源ユニットとを
個別に管理する方法が考えられる。この場合、器具本体及び電源ユニットの種類の個数は
、電源ユニットの種類の個数と器具本体の種類の個数との和であるため、上記の照明器具
の種類の個数より少なく、管理に要するコストを低減できる。しかしながら、例えば、器
具本体と電源ユニットとを一体化することなく、それぞれ単体でユーザに供給する場合、
ユーザがねじなどの締結部材を用いて器具本体に電源ユニットを取り付ける必要があるた
め、ユーザの作業が煩雑化されるという問題がある。また、ユーザが、器具本体に電源ユ
ニットを正しく取り付けられない場合もあり得る。
【０００７】
　本発明の一態様は、このような問題を解決するためになされたものであり、電源ユニッ
トを容易に取り付けることができる照明器具及び灯具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明に係る照明器具の一態様は、光源と、前記光源が内
部に配置される器具本体と、前記光源と電気的に接続された光源端子部と、一端に第一端
部及び他端に第二端部を有する電源本体部と、前記第一端部から延出する第一脚部及び前
記第二端部から延出する第二脚部と、前記第一端部に設けられ、前記光源端子部と電気的
及び機械的に接続される電源端子部とを有する電源ユニットと、前記器具本体に取り付け
られ、前記第一脚部を係止する第一係止部と、前記第二脚部を係止する第二係止部とを有
し、前記電源ユニットを支持する電源支持板とを備える。
【０００９】
　また、上記目的を達成するために、本発明に係る灯具の一態様は、電源ユニットが取り
付けられる灯具であって、光源と、前記光源が内蔵される器具本体と、前記器具本体の外
部に配置され、前記光源と電気的に接続された光源端子部と、前記器具本体に取り付けら
れ、前記電源ユニットを支持する電源支持板とを備え、前記電源ユニットは、一端に第一
端部及び他端に第二端部を有する電源本体部と、前記第一端部から延出する第一脚部及び
前記第二端部から延出する第二脚部と、前記第一端部に設けられ、前記光源端子部と電気
的及び機械的に接続される電源端子部とを有し、前記電源支持板は、前記第一脚部を係止
する第一係止部と、前記第二脚部を係止する第二係止部とを有する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の一態様によれば、電源ユニットを容易に取り付けることができる照明器具及び
灯具を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、実施の形態に係る照明器具の底面側の外観を示す外観斜視図である。
【図２】図２は、実施の形態に係る照明器具の側面図である。
【図３】図３は、実施の形態に係る照明器具の上面側の外観を示す外観斜視図である。
【図４】図４は、実施の形態に係る照明器具の断面図である。
【図５】図５は、実施の形態に係る照明器具の拡大断面図である。
【図６】図６は、実施の形態に係る電源ユニット及び電源支持板の分解斜視図である。
【図７】図７は、実施の形態に係る電源ユニットの一部分解斜視図である。
【図８】図８は、実施の形態に係る電源ユニットを電源支持板に取り付ける前の電源ユニ
ット及び電源支持板の位置関係を示す斜視図である。
【図９】図９は、実施の形態に係る電源ユニットを電源支持板に取り付けた後の電源ユニ
ット及び電源支持板の位置関係を示す斜視図である。
【図１０】図１０は、実施の形態に係る第一脚部及び第二脚部を電源支持板に取り付ける
前の第一脚部及び第二脚部と電源支持板との位置関係を示す斜視図である。
【図１１】図１１は、実施の形態に係る第一脚部及び第二脚部を電源支持板に取り付ける
前の第一脚部及び第二脚部と電源支持板との位置関係を示す斜視図及び平面図である。
【図１２】図１２は、実施の形態に係る第一脚部及び第二脚部を電源支持板に取り付ける
作業の途中における、前の第一脚部及び第二脚部と、電源支持板との位置関係を示す平面
図である。
【図１３】図１３は、実施の形態に係る第一脚部及び第二脚部を電源支持板に取り付けた
後の第一脚部及び第二脚部と電源支持板との位置関係を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。以下に説明する実
施の形態は、いずれも本発明の一具体例を示すものである。したがって、以下の実施の形
態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態等は、一例
であって本発明を限定する主旨ではない。よって、以下の実施の形態における構成要素の
うち、本発明の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構成要素については、任
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意の構成要素として説明される。
【００１３】
　なお、各図は、模式図であり、必ずしも厳密に図示されたものではない。また、各図に
おいて、実質的に同一の構成に対しては同一の符号を付しており、重複する説明は省略又
は簡略化する。
【００１４】
　（実施の形態）
　［１．全体構成］
　まず、実施の形態に係る照明器具１の全体構成について、図面を用いて説明する。
【００１５】
　図１は、本実施の形態に係る照明器具１の底面側の外観を示す外観斜視図である。図２
は、本実施の形態に係る照明器具１の側面図である。図３は、本実施の形態に係る照明器
具１の上面側の外観を示す外観斜視図である。図４は、本実施の形態に係る照明器具１の
断面図であり、照明器具１の光軸Ｊを通る断面を示している。図５は、本実施の形態に係
る照明器具１の拡大断面図である。図５においては、図４に示される破線及び光軸Ｊで囲
まれた領域Ｖの内部が示されている。
【００１６】
　なお、各図において、光軸Ｊに平行な方向をＹ軸方向、光軸Ｊに垂直で互いに直交する
２つの方向をＺ軸方向及びＸ軸方向としている。本実施の形態において、Ｙ軸方向は、鉛
直方向である。図４及び図５は、ＹＺ平面に平行で、かつ、光軸Ｊを通る断面を示してい
る。
【００１７】
　図１～図５に示される照明器具１は、例えば建物の天井板等の被設置部に埋め込み配設
されることにより下方（床や壁等）に光を照明するダウンライト等の埋込型照明器具であ
る。
【００１８】
　図１～図３に示されるように、照明器具１は、灯具２及び電源ユニット８０を備える。
【００１９】
　灯具２は、照明器具１の電源ユニット８０以外の部分であり、器具本体１０、枠体２０
、取付部材６０及び電源支持板９０を備える。また、図２に示されるように、灯具２は、
光源端子部５０をさらに備える。また、図５に示されるように、灯具２は、器具本体１０
の内部に配置された、光源３０、反射部材４０、光学部材４２及びカバー部材４４をさら
に備える。以下、照明器具１の各構成要素について説明する。
【００２０】
　［１－１－１．器具本体］
　器具本体１０は、図５に示されるように、光源３０が内部に配置される部材である。器
具本体１０は、凹部１６を有し、凹部１６内に光源３０を収容する。本実施の形態では、
器具本体１０は、光源３０が取り付けられる取付台である。器具本体１０は、光源３０か
ら発せられた熱を放散するヒートシンクとしても機能する。したがって、器具本体１０は
、金属材料等の熱伝導率の高い材料によって構成されているとよい。器具本体１０は、例
えばアルミニウムからなるアルミダイカスト製である。
【００２１】
　図５に示されるように、器具本体１０は、光源取付台１２及び本体固定部１４を備える
。器具本体１０は、光源取付台１２及び本体固定部１４によって形成される凹部１６を有
する。照明器具１は、凹部１６の開口部１７から光を出射する。
【００２２】
　光源取付台１２は、光源３０が取り付けられる台状の部分である。図５に示されるよう
に、光源取付台１２のＹ軸方向負側（図５の下側）には、光源３０が配置され、光源取付
台１２のＹ軸方向正側には、放熱部１３が形成されている。これにより、光源３０から発
せられた熱が、放熱部１３に効率よく伝達される。
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【００２３】
　放熱部１３は、光源３０で発生する熱を放散する部分であり、器具本体１０における、
光源３０に対して凹部１６の開口部１７と反対側に配置される。放熱部１３は複数のフィ
ンを備える。放熱部１３は、光源取付台１２のＹ軸方向正側（図５の上側）に光源取付台
１２と一体的に形成される。
【００２４】
　本体固定部１４は、光源取付台１２のＹ軸方向負側（図５の下側）に配置され、取付部
材６０を器具本体１０に固定し、かつ、枠体２０を器具本体１０に固定する。本体固定部
１４は、円環状の形状を有し、取付部材６０を固定する一対の第一固定部１４１を備える
。第一固定部１４１は、円環状の本体固定部１４からＹ軸方向正側に延びる部分である。
図５に示されるように、第一固定部１４１のＹ軸方向正側端部において、取付部材６０が
枠体２０に固定される。
【００２５】
　本実施の形態では、器具本体１０は、上述のとおり、光源取付台１２及び本体固定部１
４の二つの部分に分離されている。また、図５に示されるように、光源取付台１２と本体
固定部１４との間には、円環状のパッキン１５ａが配置されている。光源取付台１２と本
体固定部１４とは、パッキン１５ａをそれらの間に挟んだ状態で、ねじにより締結される
。これにより、光源取付台１２と本体固定部１４との隙間を液密に封止することができる
。なお、本実施の形態では、器具本体１０は、二つの部分に分離されているが、一体的に
形成されてもよいし、三つ以上の部分に分離されていてもよい。
【００２６】
　器具本体１０の本体固定部１４と枠体２０との間には、図５に示されるように、パッキ
ン１５ｃが配置されている。これにより、本体固定部１４と枠体２０との隙間を液密に封
止することができる。
【００２７】
　［１－１－２．枠体］
　図１～図５に示される枠体２０は、器具本体１０の凹部１６の開口部１７側に配置され
る環状の部材であり、器具本体１０を天井板などの被設置部に取り付ける。枠体２０は、
例えば、アルミニウムなどの金属材料によって形成することができる。
【００２８】
　本実施の形態では、図４に示されるように、枠体２０は、一対の第二固定部２１、一対
の保持部２２、一対の立設部２３、セード部２４及び鍔部２５を備える。
【００２９】
　第二固定部２１は、器具本体１０に固定される部分である。一対の第二固定部２１は、
それぞれ器具本体１０の一対の第一固定部１４１に対応する位置に配置され、一対の第一
固定部１４１に固定される。
【００３０】
　保持部２２は、照明器具１が取り付けられる天井板などの被設置部を保持する部分であ
る。保持部２２と、鍔部２５との間に被設置部を挟むことにより、保持部２２は、被設置
部を保持する。
【００３１】
　立設部２３は、鍔部２５からＹ軸方向正側に立設された部分である。一対の立設部２３
の各々に、保持部２２及び第二固定部２１が配置される。
【００３２】
　セード部２４は、光源３０からの出射光の一部を反射する部分である。セード部２４は
、Ｙ軸方向負側の端部に向かって内径が漸次大きくなるように構成された筒状の形状を有
する。
【００３３】
　鍔部２５は、照明器具１が取り付けられる天井板などの被設置部を保持する円環状の部
分である。上述のとおり、鍔部２５は、鍔部２５と保持部２２との間に、天井板などの被
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設置部を挟むことによって、被設置部を保持する。なお、図４に示されるように、鍔部２
５と被設置部との間には、パッキン２６が配置される。これにより、鍔部２５と被設置部
との間を液密に封止することができる。
【００３４】
　［１－１－３．光源］
　図５に示される光源３０は、発光モジュールであって、所定の光を放射状に出射する光
源である。本実施の形態では、光源３０は、ＬＥＤを有する発光モジュールである。光源
３０は、例えば白色光を出射するように構成されている。光源３０は、ＣＯＢ（Ｃｈｉｐ
　Ｏｎ　Ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤで構成され、基台３０２と、基台３０２上に実装されたベ
アチップ（ＬＥＤチップ）である複数のＬＥＤ３０４と、それらＬＥＤ３０４を封止し、
蛍光体を含む封止部材とを備える。なお、本実施の形態では、封止部材は全てのＬＥＤ３
０４を一括封止しているが、封止部材の構成はこれに限られない。ライン状に配列された
ＬＥＤ３０４の配列方向に沿って複数本のライン状に封止部材を形成する構成としてもよ
い。
【００３５】
　基台３０２は、複数のＬＥＤ３０４を実装するための実装基板であって、例えばセラミ
ックス基板、樹脂基板又は絶縁被覆されたメタルベース基板などである。また、基台３０
２は、例えば平面視において矩形形状である平面を有する板材である。基台３０２は、底
面（Ｙ軸方向正側の面）を器具本体１０の光源取付台１２に向けて固定される。なお、基
台３０２には、ＬＥＤ３０４を発光させるための直流電力を外部から受電するための一対
の電極端子（正電極端子及び負電極端子）が形成されている（不図示）。
【００３６】
　以上のように構成される光源３０は、器具本体１０の凹部１６に収容される。本実施の
形態において、光源３０は、図５に示される光源取付部材３２及び接続部材３６によって
、器具本体１０の光源取付台１２のＹ軸方向負側に固定されている。
【００３７】
　光源取付部材３２は、光源３０を器具本体１０の光源取付台１２に取り付けるための部
材である。本実施の形態では、光源取付部材３２は、矩形枠状の部材であり、光軸Ｊに垂
直な方向における光源３０の位置を規制する。光源取付部材３２は、例えば、ポリブチレ
ンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリカーボネート（ＰＣ）などの樹脂材料を用いて形成す
ることができる。
【００３８】
　接続部材３６は、光源３０の光軸Ｊ方向の位置を規制するための部材である。例えば、
接続部材３６には、ねじを貫通させるための貫通孔が形成されており、当該貫通孔に挿入
されたねじによって、接続部材３６が光源取付台１２及び光源取付部材３２に固定される
。その際、接続部材３６の一部が、光源３０を光源取付台１２に向けて押さえることによ
り、光源３０の光軸Ｊ方向（Ｙ軸方向）における位置を規制する。
【００３９】
　また、接続部材３６は、光源３０へ電流を供給する電線５６（図２参照）に接続される
部材でもある。なお、図２では、電線５６のうち、光源端子部５０付近の一部だけが示さ
れており、他の部分は省略されている。本実施の形態に係る照明器具１は、光源３０のＺ
軸方向両端部にそれぞれひとつずつ接続部材３６を備え、一方の接続部材３６に高電位側
の電線が、他方の接続部材３６に低電位側の配線が、それぞれ接続される。接続部材３６
には、光源３０へ電流を供給する電極（不図示）が設けられている。当該電極が光源３０
に形成された電極端子に接続される。
【００４０】
　接続部材３６の筐体は、例えば、ＰＢＴ、ＰＣなどの樹脂材料を用いて形成することが
できる。また、接続部材３６の電極は、銅などの導電性部材を用いて形成することができ
る。
【００４１】
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　［１－１－４．反射部材］
　図５に示される反射部材４０は、光源３０からの光の配光を制御する部材である。本実
施の形態では、反射部材４０は、光源３０からの光を光学部材４２に向けて反射させる。
【００４２】
　反射部材４０は、図５に示されるように、光源３０からの光が入射される側（Ｙ軸方向
正側）の端部から、当該光が出射される側の端部に向かって内径が漸次大きくなるように
構成された筒状の形状を有する。反射部材４０の内面において、光源３０からの光が反射
される。
【００４３】
　反射部材４０は、例えばＰＢＴなど硬質の白色樹脂材料を用いて形成することができる
。なお、反射部材４０は、内面にアルミニウムなどの金属膜が設けられてもよい。
【００４４】
　［１－１－５．光学部材］
　図５に示される光学部材４２は、反射部材４０からの光が入射される透光性の部材であ
る。光学部材４２は、反射部材４０から入射した光の配光を制御して出射する機能を有し
てもよい。本実施の形態では、光学部材４２はフレネルレンズである。光学部材４２は、
反射部材４０からの光を集光し、略円形の断面を有する光を出射する。
【００４５】
　光学部材４２は、透光性材料を用いて形成されており、例えばＰＭＭＡ（アクリル）、
ＰＣなどの透明樹脂材料、又は、ガラス材料などの透明材料を用いて形成することができ
る。
【００４６】
　［１－１－６．カバー部材］
　図５に示されるカバー部材４４は、光学部材４２などを保護するための透光性の部材で
ある。カバー部材４４は、例えば、表面にシボ加工が施されることにより、光学部材４２
から入射した光を散乱させる機能を有してもよい。カバー部材４４は、チューブ状のパッ
キン１５ｂを介して、筒状部１１によって本体固定部１４側に押圧されることによって固
定される。
【００４７】
　カバー部材４４は、透光性材料を用いて形成されており、例えばＰＭＭＡ、ＰＣなどの
透明樹脂材料、又は、ガラス材料などの透明材料を用いて形成することができる。
【００４８】
　［１－１－７．取付部材］
　図１～図４に示される取付部材６０は、電源支持板９０を器具本体１０に取り付ける部
材である。
【００４９】
　本実施の形態では、図２～図４に示されるように、取付部材６０は、板状部６１と、板
状部６１から器具本体１０側（Ｙ軸方向負向き）に延びる一対の取付部６２とを有する。
一対の取付部６２の各対は、光軸Ｊを挟んで互いに対向している。取付部６２の各々には
、ねじ穴が形成されており、電源支持板９０に形成された貫通孔を介して段付きねじ６７
が当該ねじ穴に捻じ込まれることにより、電源支持板９０が取付部材６０に取り付けられ
る。このように、本実施の形態では、電源支持板９０によって、取付部材６０及び器具本
体１０に加えられる力が、光軸Ｊを挟んで対向する位置に加えられるので、取付部材６０
及び器具本体１０に加えられる力が光軸Ｊに対して一方寄りに偏らない。したがって、取
付部材６０及び器具本体１０にバランスよく力が加わるため、それらの変形及び破損を抑
制することができる。
【００５０】
　本実施の形態では、図４に示されるように、取付部材６０は一対の第三固定部６３を備
える。取付部材６０は、一対の第三固定部６３において、器具本体１０に固定される。本
実施の形態では、第三固定部６３は、取付部６２のＹ軸方向負側端部から光軸Ｊに略垂直
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な方向に延びる板状部分である。第三固定部６３には、貫通孔が形成されている。当該貫
通孔を介してねじ６５が第一固定部１４１のねじ穴に捻じ込まれることにより、取付部材
６０は器具本体１０に固定される。
【００５１】
　取付部材６０は、例えば、アルミニウムなどの金属材料によって形成することができる
。
【００５２】
　取付部材６０が以上のような構成を有することにより、照明器具１では、電源支持板９
０を、取付部材６０を介して器具本体１０に取り付けることができる。
【００５３】
　［１－１－８．電源ユニット］
　図１～図３に示される電源ユニット８０は、光源３０に電力を供給する電源装置である
。例えば、電源ユニット８０は、光源３０のＬＥＤ３０４を発光させるための電力を生成
する電源回路及び当該電源回路を収容するケースによって構成されている。具体的には、
電源ユニット８０は、商用電源等の外部電源からの交流電力を、整流、平滑及び降圧等し
て所定レベルの直流電力に変換する。電源ユニット８０で生成された直流電力は、図２に
示される電線５６及び接続部材３６を介して光源３０に供給される。なお、図２では、電
線５６の一部だけが図示されている。
【００５４】
　電源ユニット８０は、例えば、プリント回路基板と、プリント回路基板に実装された複
数の電子部品とを有する。回路基板に実装される電子部品は、光源３０を点灯させるため
の部品である。例えば、当該電子部品には、電解コンデンサやセラミックコンデンサ等の
容量素子、抵抗器等の抵抗素子、整流回路素子、コイル素子、チョークコイル（チョーク
トランス）、ノイズフィルタ、ダイオード又は集積回路素子などの半導体素子などが含ま
れる。なお、電源ユニット８０には、調光回路や昇圧回路などが組み合わされていてもよ
い。
【００５５】
　このように構成される電源ユニット８０は、電源支持板９０によって支持されて、器具
本体１０に取り付けられる。
【００５６】
　以下、電源ユニット８０について図面を用いてより詳細に説明する。
【００５７】
　図６は、本実施の形態に係る電源ユニット８０及び電源支持板９０の分解斜視図である
。なお、図６では、光源端子部５０も併せて示されている。図７は、本実施の形態に係る
電源ユニット８０の一部分解斜視図である。
【００５８】
　図６及び図７に示されるように、電源ユニット８０は、一端に第一端部８０ａ及び他端
に第二端部８０ｂを有する電源本体部８５０と、第一端部８０ａから延出する第一脚部８
１及び第二端部８０ｂから延出する第二脚部８２と、第一端部８０ａに設けられ、光源端
子部５０と電気的及び機械的に接続される電源端子部８６とを有する。本実施の形態では
、電源ユニット８０は、電源本体部８５０と、第一脚部８１及び第二脚部８２が形成され
た電源底板８００とを備える。
【００５９】
　図６及び図７に示されるように、第一脚部８１は、電源支持板９０に対向する第一対向
部８１１と、電源底板８００の底板部８０１に立設された第一立設部８１２とを備える。
第二脚部８２は、電源支持板９０に対向する第二対向部８２１と、底板部８０１に立設さ
れた第二立設部８２２とを備える。
【００６０】
　電源ユニット８０の電源本体部８５０は、金属製又は樹脂製のケースと、当該ケース内
に収容された回路基板及び電子部品とを有する。電源底板８００は、例えば、アルミニウ
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ムなどの金属製の部材であり、電源本体部８５０が配置される。電源底板８００に電源本
体部８５０内の回路基板などが固定されてもよい。
【００６１】
　電源支持板９０の詳細構成については後述する。
【００６２】
　［１－１－９．光源端子部］
　図２及び図６に示される光源端子部５０は、電線５６を介して光源３０と電気的に接続
されたコネクタである。光源端子部５０は、電源ユニット８０の電源端子部８６に接続さ
れる。これにより、電源ユニット８０の電源端子部８６から光源端子部５０及び電線５６
を介して、光源３０に電力が供給される。
【００６３】
　本実施の形態では、図６に示されるように、光源端子部５０は、電源支持板９０におい
て、電源端子部８６に対応する位置に固定される。
【００６４】
　［１－１－１０．電源支持板］
　図１～図４及び図６に示される電源支持板９０は、電源ユニット８０を支持する部材で
ある。電源支持板９０は、器具本体１０に取り付けられ、図６に示されるように、第一脚
部８１を係止する第一係止部９１と、第二脚部８２を係止する第二係止部９２とを有し、
電源ユニット８０を支持する。本実施の形態では、電源支持板９０は、さらに、電源配置
部９３、一対の被取付部９４、側壁部９５及び９６、電源案内部９８並びに端子固定部９
９を有する。
【００６５】
　本実施の形態では、電源支持板９０は、取付部材６０を介して器具本体１０に取り付け
られる。具体的には、図２～図４に示されるように、電源支持板９０の一対の被取付部９
４が、取付部材６０の一対の取付部６２に取り付けられる。本実施の形態では、段付きね
じ６７を、被取付部９４に形成された貫通孔を介して取付部６２に形成されたねじ穴に捻
じ込むことにより、電源支持板９０は取付部材６０に取り付けられる。ここで、段付きね
じ６７を用いることにより、被取付部９４が取付部６２に押し当てられることなく、被取
付部９４を取付部６２に取り付けることができる。したがって、電源支持板９０を段付き
ねじ６７の軸を中心として回動させることができる。これにより、照明器具１の被設置部
である天井板の厚さなどに応じて、電源支持板９０の器具本体１０から遠い側の端部の高
さ方向（Ｙ軸方向）の位置を調整できる。
【００６６】
　電源配置部９３は、図２に示されるように、器具本体１０から光軸Ｊに交差する方向に
突出する部分である。電源ユニット８０は、電源配置部９３に配置されている。本実施の
形態では、電源配置部９３は、板状の形状を有し、電源配置部９３のＹ軸方向負側の面に
電源ユニット８０が配置される。つまり、電源ユニット８０は、電源配置部９３によって
覆われる。これにより、照明器具１に上方（Ｙ軸方向正側）から水滴などが降りかかる場
合にも、電源ユニット８０内に水分が進入することを抑制できる。
【００６７】
　本実施の形態では、第一係止部９１は、図６に示されるように、電源配置部９３の一部
が切り起こされることによって形成された一対の板状部である。第一係止部９１と電源配
置部９３との間に第一脚部８１の第一対向部８１１が差し込まれることによって、第一脚
部８１は、第一係止部９１に係止される。
【００６８】
　また、本実施の形態では、第二係止部９２は、図６に示されるような板ばねである。第
二係止部９２は、一端が側壁部９５にねじなどによって固定され、他端部側に第一傾斜部
９２１及び第二傾斜部９２２を有する。
【００６９】
　また、電源支持板９０は、電源ユニット８０が配置される電源配置部９３と、電源配置
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部９３に立設され、電源ユニット８０が当接する電源案内部９８とを有する。第二係止部
９２は、電源案内部９８と対向し、電源ユニット８０の第二脚部８２を電源案内部９８向
きに押える。このように、照明器具１では、電源案内部９８に電源ユニット８０を当接さ
せることにより、電源ユニット８０の電源配置部９３上における位置決めを容易に行うこ
とができる。また、電源案内部９８と第二係止部９２とによって、第二脚部８２を挟持す
ることにより、第二脚部８２を係止できる。
【００７０】
　電源支持板９０は、電源ユニット８０の電源端子部８６に対応する位置に光源端子部５
０を固定する端子固定部９９を有する。つまり、端子固定部９９によって、電源ユニット
８０が電源支持板９０に取り付けられた状態において、光源端子部５０を電源ユニット８
０の電源端子部８６に接続できる位置に、光源端子部５０が固定される。これにより、電
源ユニット８０を電源支持板９０に取り付けることによって、電源端子部８６に光源端子
部５０を接続することができる。より具体的には、図６に示される一点鎖線の矢印に沿っ
て電源ユニット８０を移動させることによって、電源ユニット８０の第一脚部８１及び第
二脚部８２をそれぞれ第一係止部９１及び第二係止部９２に取り付けることができ、かつ
、電源端子部８６を光源端子部５０に接続することができる。
【００７１】
　側壁部９５及び９６は、電源配置部９３に立設された壁状部である。側壁部９５及び９
６は、電源ユニット８０を覆うことによって電源ユニット８０に水滴などが進入すること
を抑制するための部分である。また、側壁部９５及び９６は、電源ユニット８０を電源支
持板９０に取り付ける際に、電源ユニット８０が電源配置部９３の移動方向を規制するこ
とによって電源ユニット８０を案内する機能も有する。また、側壁部９５の電源配置部９
３から最も遠い位置には、当接部９７が形成されている。当接部９７は、電源配置部９３
に対向する板状部である。当接部９７は、電源支持板９０を天井板などの被取付部に載置
する場合に天井板と当接する部分である。
【００７２】
　［２．電源ユニットの電源支持板への取付方法］
　本実施の形態に係る電源ユニット８０を電源支持板９０に取り付ける方法について説明
する。
【００７３】
　まず、電源ユニット８０の第一脚部８１及び電源端子部８６を、電源支持板９０の第一
係止部９１及び光源端子部５０に取り付ける方法について図面を用いて説明する。
【００７４】
　図８は、本実施の形態に係る電源ユニット８０を電源支持板９０に取り付ける前の電源
ユニット８０及び電源支持板９０の位置関係を示す斜視図である。図９は、本実施の形態
に係る電源ユニット８０を電源支持板９０に取り付けた後の電源ユニット８０及び電源支
持板９０の位置関係を示す斜視図である。
【００７５】
　図８に示されるように、電源ユニット８０を電源支持板９０に取り付ける前に、まず、
電源ユニット８０を電源支持板９０の電源配置部９３上に載置する。ここで、電源端子部
８６が、電源支持板９０に固定された光源端子部５０に対向する位置に配置されるように
、電源ユニット８０を電源配置部９３上に配置する。
【００７６】
　続いて、図８の一点鎖線の矢印で示される向き（Ｘ軸方向正向き）に、電源ユニット８
０を移動させる。つまり、電源ユニット８０を電源配置部９３に沿って電源支持板９０の
長手方向に沿った向きに、光源端子部５０に向けて移動させる。言い換えると、電源ユニ
ット８０を第二係止部９２から第一係止部９１に向かう向きに移動させる。これにより、
電源ユニット８０の第一脚部８１は、それぞれ第一係止部９１に係止され、かつ、電源端
子部８６は、光源端子部５０に接続される。より具体的には、第一脚部８１の第一対向部
８１１は、第一係止部９１に差し込まれることによって、第一係止部９１に係止される。
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また、電源端子部８６に光源端子部５０が差し込まれることによって、電源端子部８６は
、光源端子部５０に電気的及び機械的に接続される。以上のように、本実施の形態では、
電源ユニット８０を所定の向きに移動させることによって、第一脚部８１を第一係止部９
１に係止し、かつ、電源端子部８６を光源端子部５０に接続することができる。また、本
実施の形態では、第一脚部８１は、第一係止部９１に差し込まれるため、第一脚部８１を
第一係止部９１へ差し込むだけで容易に取り付けることができ、かつ、第一脚部８１を第
一係止部９１から抜き取るだけで容易に取り外すことができる。
【００７７】
　本実施の形態では、電源ユニット８０を所定の向きに移動させることによって、第一脚
部８１が第一係止部９１に係止され、かつ、第二脚部８２が第二係止部９２に係止される
。以下、第二脚部８２を第二係止部９２に取り付ける方法について図面を用いて説明する
。
【００７８】
　図１０及び図１１は、それぞれ本実施の形態に係る第一脚部８１及び第二脚部８２を電
源支持板９０に取り付ける前の第一脚部８１及び第二脚部８２と電源支持板９０との位置
関係を示す斜視図及び平面図である。図１２は、本実施の形態に係る第一脚部８１及び第
二脚部８２を電源支持板９０に取り付ける作業の途中における、前の第一脚部８１及び第
二脚部８２と、電源支持板９０との位置関係を示す平面図である。図１３は、本実施の形
態に係る第一脚部８１及び第二脚部８２を電源支持板９０に取り付けた後の第一脚部８１
及び第二脚部８２と電源支持板９０との位置関係を示す平面図である。
【００７９】
　図１０～図１３においては、第一脚部８１及び第二脚部８２を示すために、電源ユニッ
ト８０の電源本体部８５０、端子固定部９９及び光源端子部５０の図示が省略されている
。
【００８０】
　まず、図１０及び図１１に示されるように、電源ユニット８０の第一脚部８１及び第二
脚部８２を電源支持板９０の電源配置部９３に配置する。図１０に示される第一脚部８１
の配置は、図９に示される第一脚部８１の配置と同様である。図１０及び図１１に示され
るように、第二係止部９２の第一傾斜部９２１及び第二傾斜部９２２の一部が電源底板８
００と電源配置部９３との間に配置される。
【００８１】
　続いて、第一脚部８１及び第二脚部８２を電源支持板９０に対して図１０及び図１１に
示される一点鎖線の矢印で示される向きに移動させることによって、第一脚部８１及び第
二脚部８２を電源支持板９０に取り付ける作業を開始する。当該作業の途中においては、
図１２に示されるように、第一脚部８１の第一対向部８１１の一部が、第一係止部９１に
係止される。また、第二係止部９２の第一傾斜部９２１が第二脚部８２の第二立設部８２
２によって、側壁部９５に向けて（Ｚ軸方向正向きに）押される。ここで、第二脚部８２
は、板ばねである第二係止部９２によって、側壁部９６に向けて（Ｚ軸方向負向きに）押
されるが、第二係止部９２と対向する位置に配置された電源案内部９８によって、Ｚ軸方
向負向きの移動が規制される。このため、第二係止部９２が、側壁部９５に向けて弾性変
形される。第一脚部８１及び第二脚部８２を図１２に示される位置からさらに一点鎖線の
矢印で示される向きに移動させることによって、第一脚部８１及び第二脚部８２を図１３
に示される位置に配置できる。
【００８２】
　これにより、第一脚部８１の第一対向部８１１は、第一係止部９１に完全に係止される
。また、第二脚部８２は、第二係止部９２によって係止される。より具体的には、第二脚
部８２の第二立設部８２２は、第二係止部９２の第二傾斜部９２２によって、第一係止部
９１向きに押される。ここで、第二立設部８２２を有する電源底板８００は、第一係止部
９１向きに押されるが、電源底板８００が有する第一係止部９１によって、電源底板８０
０が有する第一脚部８１が係止されているため、電源底板８００は、第二係止部９２から
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第一係止部９１向き（Ｘ軸方向正向き）の移動が規制される。また、電源底板８００は、
第二係止部９２の第二傾斜部９２２によって、第一係止部９１向きに押された状態である
ため、第一係止部９１から第二係止部９２向き（Ｘ軸方向負向き）の移動も規制される。
また、第一係止部９１によって、第一脚部８１のＺ軸方向への移動も規制される。また、
第二係止部９２と電源案内部９８とによって、第二脚部８２のＺ軸方向への移動も規制さ
れる。このように、電源底板８００は、電源配置部９３の電源ユニット８０側の面に沿っ
た方向における移動が規制される。
【００８３】
　さらに、図１３に示されるように、第二係止部９２は、第二脚部８２の電源配置部９３
の電源ユニット８０が配置された面に垂直な方向における移動を規制する。本実施の形態
では、第二係止部９２及び電源配置部９３は、第二脚部８２の第二対向部８２１を挟持す
ることによって、第二脚部８２の、電源配置部９３の電源ユニット８０が配置された面に
垂直な方向における移動を規制する。これにより、第二係止部９２は、簡素化された構成
で第二脚部８２を、電源配置部９３の電源ユニット８０が配置された面に垂直な方向にお
いて係止することができる。また、第一係止部９１においても、電源配置部９３の電源ユ
ニット８０が配置された面に垂直な方向における第一脚部８１の移動を規制する。
【００８４】
　以上のように、本実施の形態では、電源ユニット８０を所定の方向に移動させるだけで
電源支持板９０に取り付けることができる。また、本実施の形態では、電源支持板９０に
取り付けられた電源ユニット８０は、電源配置部９３の電源ユニット８０が配置された面
に沿った方向及び当該面に垂直な方向への移動が規制される。つまり、電源ユニット８０
は、電源支持板９０に固定される。
【００８５】
　また、本実施の形態では、第一係止部９１及び第二係止部９２は、第一脚部８１及び第
二脚部８２をそれぞれ第一係止部９１及び第二係止部９２に対して所定の向きに移動する
ことによって係止できる構造を有し、光源端子部５０は、電源端子部８６を当該所定の向
きに移動させることによって、電源端子部８６に接続される構造を有する。
【００８６】
　これにより、電源ユニット８０を所定の向きに移動させるだけで、電源ユニット８０を
電源支持板９０に係止することができ、かつ、電源端子部８６を光源端子部５０に接続す
ることができる。
【００８７】
　なお、電源ユニット８０を電源支持板９０から取り外す際には、第二係止部９２を側壁
部９５側に弾性変形させた状態で、電源ユニット８０をＸ軸方向負向きに移動させること
により、電源ユニット８０を電源支持板９０から容易に取り外すことができる。
【００８８】
　［３．まとめ］
　以上のように、本実施の形態に係る照明器具１は、光源３０と、光源３０が内部に配置
される器具本体１０と、光源３０と電気的に接続された光源端子部５０と、一端に第一端
部８０ａ及び他端に第二端部８０ｂを有する電源本体部８５０と、第一端部８０ａから延
出する第一脚部８１及び第二端部８０ｂから延出する第二脚部８２と、第一端部８０ａに
設けられ、光源端子部５０と電気的及び機械的に接続される電源端子部８６とを有する電
源ユニット８０と、器具本体１０に取り付けられ、第一脚部８１を係止する第一係止部９
１と、第二脚部８２を係止する第二係止部９２とを有し、電源ユニット８０を支持する電
源支持板９０とを備える。
【００８９】
　このように、電源支持板９０が第一係止部９１及び第二係止部９２を備えることにより
、ねじなどの締結部材を用いることなく、電源ユニット８０を電源支持板９０に容易に取
り付けることができる。
【００９０】
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　また、照明器具１において、第一脚部８１は、第一係止部９１に差し込まれてもよい。
【００９１】
　これにより、第一脚部８１を第一係止部９１へ差し込むだけで容易に取り付けることが
できる。また、第一脚部８１を第一係止部９１から抜き取るだけで容易に取り外すことが
できる。
【００９２】
　また、照明器具１において、電源支持板９０は、電源ユニット８０が配置される電源配
置部９３と、電源配置部９３に立設された電源案内部９８とを有し、第二係止部９２は、
電源案内部９８と対向し、第二脚部８２を電源案内部９８に向けて押えてもよい。
【００９３】
　このように、照明器具１では、電源案内部９８に電源ユニット８０を当接させることに
より、電源ユニット８０の電源配置部９３上における位置決めを容易に行うことができる
。また、電源案内部９８と第二係止部９２とによって、第二脚部８２を挟持することによ
り、第二脚部８２を係止できる。
【００９４】
　また、照明器具１において、第二係止部９２は、電源配置部９３の電源ユニット８０が
配置された面に垂直な方向における第二脚部８２の移動を規制する。
【００９５】
　これにより、第二係止部９２は、電源配置部９３の電源ユニット８０が配置された面に
垂直な方向において、第二脚部８２を係止することができる。
【００９６】
　また、照明器具１において、第二係止部９２及び電源配置部９３は、第二脚部８２を挟
持してもよい。
【００９７】
　これにより、簡素化された構成で、第二係止部９２は、電源配置部９３の電源ユニット
８０が配置された面に垂直な方向において、第二脚部８２を係止することができる。
【００９８】
　また、照明器具１において、電源支持板９０は、電源端子部８６に対応する位置に光源
端子部５０を固定する端子固定部９９を有してもよい。
【００９９】
　これにより、電源ユニット８０を電源支持板９０に取り付けることによって、電源端子
部８６に光源端子部５０を接続することができる。
【０１００】
　また、照明器具１において、第一係止部９１及び第二係止部９２は、第一脚部８１及び
第二脚部８２をそれぞれ第一係止部９１及び第二係止部９２に対して所定の向きに移動す
ることによって係止できる構造を有し、光源端子部５０は、電源端子部８６を当該所定の
向きに移動させることによって、電源端子部８６に接続される構造を有する。
【０１０１】
　これにより、電源ユニット８０を所定の向きに移動させるだけで、電源ユニット８０を
電源支持板９０に係止することができ、かつ、電源端子部８６を光源端子部５０に接続す
ることができる。
【０１０２】
　また、照明器具１において、当該所定の向きは、電源支持板９０の長手方向に沿った向
きでもよい。
【０１０３】
　また、照明器具１において、当該所定の向きは、第二係止部９２から第一係止部９１へ
向かう向きでもよい。
【０１０４】
　また、本実施の形態に係る灯具２は、電源ユニット８０が取り付けられる灯具２であっ
て、光源３０と、光源３０が内蔵される器具本体１０と、器具本体１０の外部に配置され
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、光源３０と電気的に接続された光源端子部５０と、器具本体１０に取り付けられ、電源
ユニット８０を支持する電源支持板９０とを備え、電源ユニット８０は、一端に第一端部
８０ａ及び他端に第二端部８０ｂを有する電源本体部８５０と、第一端部８０ａから延出
する第一脚部８１及び第二端部８０ｂから延出する第二脚部８２と、第一端部８０ａに設
けられ、光源端子部５０と電気的及び機械的に接続される電源端子部８６とを有し、電源
支持板９０は、第一脚部８１を係止する第一係止部９１と、第二脚部８２を係止する第二
係止部９２とを有する。
【０１０５】
　このような灯具２によれば、電源支持板９０が第一係止部９１及び第二係止部９２を備
えることにより、ねじなどの締結部材を用いることなく、電源ユニット８０を電源支持板
９０に容易に取り付けることができる。
【０１０６】
　（変形例）
　以上、本発明に係る照明器具について、実施の形態に基づいて説明したが、本発明は、
上記実施の形態に限定されるものではない。
【０１０７】
　例えば、上記実施の形態では、照明器具１は、電源ユニット８０を電源支持板９０の長
手方向に沿った向きに移動させることによって、電源端子部８６が光源端子部５０に接続
される構成を備えるが、照明器具１の構成は、これに限定されない。例えば、照明器具１
は、電源ユニット８０を電源支持板９０の長手方向に垂直な向きに移動させることによっ
て、電源端子部８６が光源端子部５０に接続される構成を備えてもよい。
【０１０８】
　また、上記実施の形態では、光源端子部５０は、端子固定部９９に固定されたが、光源
端子部５０は、固定されていなくてもよい。
【０１０９】
　また、第一係止部９１及び第二係止部９２の構成は、それぞれ第一脚部８１及び第二脚
部８２を係止できる構成であれば、上記実施の形態の構成に限定されない。
【０１１０】
　また、上記の実施の形態において、光源３０は、青色ＬＥＤチップと黄色蛍光体とによ
って白色光を放出するように構成したが、これに限定されない。例えば、赤色蛍光体及び
緑色蛍光体を含有する蛍光体含有樹脂を用いて、これと青色ＬＥＤチップとを組み合わせ
ることによりに白色光を放出するように構成しても構わない。
【０１１１】
　また、上記の実施の形態において、ＬＥＤとして、青色ＬＥＤチップを用いたが、これ
に限定されない。例えば、ＬＥＤとしては、青色以外の色を発光するＬＥＤチップを用い
ても構わない。この場合、蛍光体としては、ＬＥＤの発光波長に応じて適宜選択すればよ
い。
【０１１２】
　また、上記の実施の形態において、光源３０（ＬＥＤ光源）は基板上にＬＥＤチップを
直接実装したＣＯＢ構造を有したが、これに限定されない。例えば、ＣＯＢ構造のＬＥＤ
モジュールに代えて、ＳＭＤ（Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｍｏｕｎｔ　Ｄｅｖｉｃｅ）構造のＬＥ
Ｄモジュールを用いても構わない。ＳＭＤ構造のＬＥＤモジュールは、樹脂製のパッケー
ジ（容器）の凹部の中にＬＥＤチップ（発光素子）を実装して当該凹部内に封止部材（蛍
光体含有樹脂）を封入したパッケージ型のＬＥＤ素子（ＳＭＤ型ＬＥＤ素子）を、１個又
は複数個、基板に実装した構成である。
【０１１３】
　また、上記の各実施の形態では、発光素子としてＬＥＤを例示したが、発光素子として
は、半導体レーザ等の半導体発光素子、又は、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅ
ｓｃｅｎｃｅ）素子や無機ＥＬ等のその他の固体発光素子を用いてもよい。
【０１１４】
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　また、上記の各実施の形態における照明器具は、天井以外の被取付部に設置されていて
もよい。また、本発明は、例えば、シーリングライトなどのダウンライト以外の照明器具
にも適用することができる。
【０１１５】
　その他、各実施の形態に対して当業者が思いつく各種変形を施して得られる形態や、本
発明の趣旨を逸脱しない範囲で各実施の形態における構成要素及び機能を任意に組み合わ
せることで実現される形態も本発明に含まれる。
【符号の説明】
【０１１６】
　１　照明器具
　２　灯具
　１０　器具本体
　３０　光源
　５０　光源端子部
　８０　電源ユニット
　８０ａ　第一端部
　８０ｂ　第二端部
　８１　第一脚部
　８２　第二脚部
　８６　電源端子部
　９０　電源支持板
　９１　第一係止部
　９２　第二係止部
　９３　電源配置部
　９８　電源案内部
　９９　端子固定部
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